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令和２年度 学校経営計画表
１ 学校の現況

学校番号 10 学校名 県立太田第一高等学校 課程 全日制(単位制) 学校長名 森田 一洋

副校長名 鈴木 清隆 教頭名 [全日制]西野 守郎 [定時制]小出 岳夫 [附中]荒蒔 克一郎 事務室長名 田口 佳実

養護 常勤 非常勤 実習教諭，実習 事務 技術職
教職員数 教諭 64 1 5 4 １ 5 8 計 94

教諭 講師 講 師 講師，実習助手 職員 員ALT等

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 合計 生徒数
小学科

生徒数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 合計
合計クラス数

普通科 119 59 107 83 137 96 － － 363 238 601 １６

２ 目指す学校像

自主的精神に満ちた，心身共に健康で，社会や国家に貢献し得る有為な人材の育成に努める。

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。）

項 目 現状分析 課 題

学習指導 ・課外授業受講登録生徒数，および学習機会を有効に活用する ・授業を最優先と捉えるとともに，課外授業をさらに有効に
生徒の向上心を保持する体制作りが望まれる。 実践するための体制を構築する。

・国公立大学合格者数の維持・増進を学校全体の目標と掲げる ・現行のシステムを有効活用し，学習サイクルの定着を重視
一方,部活動との両立を支援し，多様化する学習環境への対 する。高大接続改革に対応した学習指導の研究を深める。
応が望まれる。

進路指導 ・昨年度の国公立大学現役合格者は61名であった。しかし地域 ・今年度から『大学入学共通テスト』となるので対策が必要
人口は急激に減少しているため，学力を効果的に伸ばし，生 である。また，国公立大学合格数を増やす方策や,全職員が
徒の希望の多い地元国立大学の合格者を増やすことが今後の 協力して学力向上を図る方策について共通理解を図り，生
学校活性化につながる。年次間で連携し,効果的な方法を共 徒に未来を見据えたキャリアプランをたてさせる必要があ
有するなど，学校全体で取り組む必要がある。 る。

生徒指導 ・スマートフォンのマナー違反や過度の使用，歩きながらの使 ・マナー向上の呼びかけ，本人の自覚，家庭での協力をどの
用が増えてきた。 ような方法で強化するかを見直す。

・自転車・バイク事故が年間通じてある。 ・交通事故を減らすための安全教育をどうするか。

特別活動 ・部活動加入状況は86％(H31年度)と高く，文武両道は維持で ・中高一貫教育校としての特徴を生かし，課外活動と学校行
きている。生徒会活動や学校行事などで，生徒の主体的活動 事を改善していく。自らの学習状況を振り返り，将来を見
も実現できている。中高一貫教育校に向けて，課外活動と学 通しながら，自身の変容や成長を自己評価できるようにキ
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校行事などの準備を計画的に進めてきた。 ャリア・パスポートを用いて対話的にかかわること。

・昨年度６月に実施した勤務時間調査において，本校全日制教 ・組織として複雑化・困難化する教育課題に対応し，効果的
働き方 職員の一ヶ月平均超過勤務時間数は５４時間４０分であっ な教育活動を行うため，教職員一人一人の意識改革を進める
改 革 た。また，超過勤務時間が１００時間を越える教職員は６名 とともに，長時間勤務が常態化している勤務状況を見直すこ

であった。超過勤務が常態化している傾向が見られる。 と。

４ 中期的目標

(１) 単位制高等学校（全日制）の特色を生かし，学習指導の充実と学力の向上に努める。

(２) 進路指導を充実させ，生徒の進路希望の実現に努める。

(３) 基本的生活習慣の確立を図るとともに，自主的・自律的な生活態度の伸長に努める。

(４) 生徒・教職員・地域住民等による学校評価を踏まえ，学校運営を改善・充実させ，開かれた学校づくりに努める。

(５) 道徳教育の充実を図り，豊かな心の育成に努める。

(６) 新しい教育課程に基づく，深い学びの実現に努める。

(７) 業務の効率化を進め，生徒一人一人に寄り添う指導の実現に努める。

(８) 特色ある取組を幅広く広報・発信し，生徒の確保に努める。

５ 本年度の重点目標

重点項目 重点目標

(１) 心の教育の充実・豊かな人間性の涵養 自他の生命を尊重し，他人を思いやる心を育て，豊かな人間性を培う。

(２) 単位制高等学校の特色を生かした学力 単位制高等学校（進学重視型）としての特色を生かした学習内容を工夫し，学習

アップ 指導の充実を図ることで学力の向上に努める。

(３) 家庭学習の定着と学習時間の確保を目 生徒の主体的な学習意欲を喚起し，家庭学習時間の確保を図る。

指した指導

(４) 目的意識の深化等個々の生徒に応じた 生徒の興味・関心・適性に応じた進路指導の充実に努める。

きめ細かな指導

(５) 互見授業の積極的な実施と指導力の向 新学習指導要領を踏まえた研究，研修に積極的に取り組み，指導力の向上に努め

上，主体的・対話的で深い学びの視点 る。

からの授業改善の推進
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(６) 積極的な生徒理解，家庭との連携，基 生徒理解をとおして，生徒の個性の伸長を図りながら，高校生らしい服装・態度

本的生活習慣の確立 を身につけさせ，望ましい生活習慣の確立に努める。

(７) 特別教育活動と学社連携の充実 生徒会活動・ＨＲ活動・部活動の活性化に努め，地域との連携をはかりながら体

験的活動を展開する。

(８) 情報の共有と臨機応変な判断，充実した 危機管理を徹底し，校内外での事故防止と健康・安全で安心な学校づくりに努める。

学校生活への環境整備

(９) 英語力の育成と国際理解教育の推進 国際理解を深め，グローバルな視点と国際感覚の育成に努める。

(１０) 幅広い情報発信と学校公開の機会拡充 教育活動の広報体制を一層充実させるとともに，学校公開を積極的に行い，入学志願

による生徒の確保 者の確保に努める。

(１１) 校種を越えた相互授業研修 地域の小中学校および特別支援学校との連携を深め，多様な指導法の共有を図る。

(１２) 働き方改革への積極的な取り組み 生徒一人一人に寄り添う指導の実現に向けて，業務の効率化を進め，超過勤務時間の
縮減を図る。


